
今日の集会のすべて発言が、私は心に突き刺さ

るような気持ちになりました。体を震わせていま

した。この社会に何でこんなことが起きているの

か。私はすべての発言からたった一つのことを考

えました。｢本気になろう｣ってことです。

この社会のあり方は間違っているに決まってい

るじゃないですか。一人の人間が誇りを持って生

きたいということが、何でこれほどまでに踏みに

じられて、軽視･無視され、命まで奪われるんで

すか。社会のあり方が根本から間違っているから

です。社会を支配している、日本政府のあり方が

間違っているからです。私たちは労働者の団結した力を発揮

して、闘わなきゃいけない。真剣になりましょう。

日本の労働運動がこれほどまでに後退し力を奪われていな

かったら、こんな現実にはなっていなかった。労働者一人ひ

とりには、社会を変える力、国境をこえて団結していく力、

国境をのりこえていく力があるにもかかわらず、労働運動が

ダメだということが問題です。

私は、一人ひとりの労働者の団結した力を心の底から確信

しています。日本の労働者も例外ではありません。にもかか

わらず、この現状です。私たちがなさなければならないこと

はたった一つです。社会の不正に心の底から怒って、団結し

た力を集めるのが労働運動じゃないんですか。この社会には

非正規だとか、疎外され行き場のなくなっている労働者が国

境をこえて多く存在しています。その労働者が｢こ

こに団結すれば希望が持てる｣と思える存在が労働

組合じゃないんですか。社会の民主的なあり方を

政府の反動に抗して守り抜く、それが労働組合の

存在でなくちゃいけないんじゃないんですか。

そうでなくなっているこの現実です。先ほどの

｢ヘイトスピーチ｣の映像を見ても思いました。あ

れをやっているのは、実はこの国の政府です。安

倍がやっていること、籾井とか百田とか長谷川と

かあの連中がやっていることです。だから、ああ

いうデモが起きる。

ここを本当に変えなきゃいけない。外国人研修生の問題、

牛久の入管の問題、強制収用の問題もまさにそうです。この

社会の天と地がひっくり返っている。難民という存在は、特

別に尊重され保護されなければいけない存在なんです。何で

まったく逆のことが起きるのか？ 日本の政府のやっているこ

とが根本から間違っているからです。それは、外国人だけの
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問題ではなく、すべての労働者の問題です。

この場で、あらためて固く決意しなければならないことが

あります。憲法を改悪して集団的自衛権を行使すると安倍は

言って、この国の深い深い危機を戦争でのりきろうとしてい

ます。毎日毎日の新聞を見れば、危機感なしに新聞を開くこ

とができない状況です。いま起きていることを見ると、｢かつ

てどうやって戦争に進んでしまったのか｣がもう一回再現され

ていると思えてなりません。

私たちは、こんなことを止めるために労働運動をやってき

たんです！ 憲法改悪と戦争を止めるために、力を結集しましょ

う。これは、安倍が強いからやっているんじゃないんです。

深い深い危機の中で、日本政府･安倍政権もアメリカも足下か

ら崩れ落ちようとしているからやっていると思います。

だから、われわれが力を結集させる必要があります。もう

半面は、外国人労働者も含めたすべての労働者に対する激し

い攻撃です。｢成長戦略｣と言って安倍がやっていることは、

戦争と一体です。すべての解雇規制を撤廃して、解雇自由に

する。｢正規｣｢非正規｣と今はくくられていますが、安倍は｢正

規－非正規というあり方が間違っているんだ、全部非正規に

しちまえ｣と言っています。そのために解雇規制を取り払う。

彼は｢岩盤のような規制｣と言っていますが、今の世の中に｢岩

盤のような規制｣がありますか！ この規制を撤廃するために、

国家戦略特区を決めました。ここでは全部非正規化、解雇自

由、労働基準法も適用しない、小中学校まで民営化。そうし

て、この社会の原理をすべて競争原理のるつぼに叩き込もう

としている。こうしたことが戦争政策と一つで進んでいます。

僕らはこうした状況にもう我慢できない、生きることがで

きない、未来を展望することができない。この力を一つに結

集しなきゃいけない。こうした社会の状況に転換してきた、

いくつかの歴史があったと思います。その最も大きな歴史が、

私たちが直接当事者であった国鉄分割･民営化でした。戦後政

治の総決算をする、分割･民営化をすれば日本の労働運動をつ

ぶせる、労働運動をつぶせれば憲法を改正できる、こう言っ

たのは当時の中曽根首相でした。その結果、総評は解散し、

社会党は解散し、社会の力関係が変わり、それが今日訴えら

れたような現実を生み出しました。

だから僕らはここにこだわって、この関係をもう一回ひっ

くり返して、われわれが闘う団結を回復する。これを全力を

尽くしてやりたいと思います。もう一つの転換がありました。

それは福島原発事故でした。この現実を見て、この国の政府

の言っていたことが全部ウソだったって本当に多くの人たち

が気づきました。価値観が大きく揺らぎ、怒りの声が噴出し

ました。それは今でも続いています。多くの人がこの国の政

府の言うことを信用しなくなっています。

だけど、その思いや怒りを一つのものに団結させるところ

に、まだ僕らの運動は至っていません。それがもしできたら、

今日訴えられた、胸をかきむしられるような現実、これを変

えることができると思っています。私たちはそのことを、こ

の11年間の韓国･民主労総の同志たちとの国際連帯で学びまし

た。われわれはかつて、アジアの侵略戦争を強行した国です。

こうした歴史をのりこえて、労働者は国境をこえて団結でき

るということを民主労総の同志たちは教えてくれました。そ

れがすべてを変える力を持つということも教えてくれました。

社会も支配階級もすべて揺らいでいます。だけど揺らがな

いのはたった一つ、歴史的存在としての労働者、社会の主人

公としての労働者、この労働者が団結したら社会を変える力、

国境をこえる力、歴史をつくる力を持っています。これはど

んな社会でも変わりません。この力を結集させるために本気

になりましょう。闘う労働組合を甦らせることです。闘う労

働組合を甦らせて、｢ここに希望がある｣と示す。闘う労働組

合は、どんな差別も国家主義も戦争政策も正規－非正規も、

すべてをのりこえる存在です。

みなさん一人ひとりに力があります。本気になれば時代は

動きます。国鉄分割･民営化から始まった新自由主義、30年間

にわたる労働者への全面戦争、世界からの収奪、差別と抑圧、

国家主義、こうした社会のあり方の腐り果てた現実、そのす

べてを変えることを求めて、私たち動労千葉は６月８日に集

会を開きます。すべてのみなさんが仲間を誘って集まってい

ただきたい、そのことを心から訴えます。

労働者は一つです！ 団結して闘いましょう！

【当面する行動方針】

４４４４月月月月22227777日日日日((((日日日日)))) 11113333時時時時半半半半～～～～ 星星星星陵陵陵陵会会会会館館館館((((千千千千代代代代田田田田区区区区永永永永田田田田町町町町2222----11116666----2222)))) ※集会後にデモ

【【【【主主主主催催催催】】】】ととととめめめめよよよようううう戦戦戦戦争争争争へへへへのののの道道道道！！！！ 百百百百万万万万人人人人署署署署名名名名運運運運動動動動

辺野古新基地建設阻止！ ｢改憲･戦争｣の安倍政権打倒！ 学生自治会を甦らせよう！
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